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１．目的  
 本プロジェクトは平成１４年度まで実施された行政対応特別研究の成果を引き継ぐものであ
り、世界林産物需給モデルによる世界の森林資源・林産物市場の他、国内の森林資源及び林産
物市場、国内の林業労働力等についてそれぞれ長期見通しの手法を開発し、我が国の森林・林
業政策の企画・立案に資することを目的としている。 

 
２．当年度研究成果の概要  
 データセットを、新しいFAO林産物統計（FAOSTAT2004,CD-ROM版）に基づき改訂した。モ

デル改良のため林産物需給関数の推定を行い、需要の価格・所得弾性値は世界一本のパネルデ

ータで良好な推定結果を得た。推定結果に基づく需要の価格弾性値は-0.2～-0.3、GDP弾性値は

0.4～0.6であった。 

 製材と合板の需給モデルについて、1974～2002年の年次データ、両対数関数型を用いて2SLS

および3SLS（ステップワイズ法）により推定を行い、先行研究と比して概ね妥当な推定結果を

得た。ロシアの森林認証面積は増加傾向にあり、大半が加工・流通認証をも取得している。輸

出木材は原木から製品に変化する傾向がある。素材生産量から民有林の皆伐面積を推計すると、

伐採照査に基づく推計値よりもかなり大きくなり、その原因として森林簿のha当たりの蓄積が

現実よりも過小であることが考えられた。 

 林業作業者数の将来推計を行った結果、林業作業者数は2000年の47,000人から2050年には17,
000人へと減少すると推計された。 
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５．評価結果の概要 

 中間年度として順調に進行していると判断され、最終年度の成果が多いに期待される。プロ

ジェクトの課題担当者が行っている中間検討会は、４つの小課題間の連携を高めるために重要

であり、来年度も引き続き行ってほしい。 

 

 

６．評価において改善を指摘された事項への対応 

 来年度も引き続き中間検討会を開催し、４つの小課題間の連携の相互連携を密にしてプロジ

ェクトの最終取りまとめに当たる。 

 

 



 
 

 


